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はじめに 

 

山本 今日は来年度以降の当大学院の教育の

在り方を考える座談会を、2009年度秋修了

生である徐伯昇さんをお迎えして開催す

ることにしました。ちなみに徐さんには、

2013 年度前期より本会計大学院の兼任教

員として「ITリテラシーⅠ」をサポートし

て頂くと共に、「IT リテラシーⅡ」をメイ

ンで担当いただいています。 

徐さんは当大学院修了後、数年の準備期

間を経てT-cube（ティーキューブ）という

会社を2011年 6月に立ち上げられました。

これは本日の座談会の目的に関連するの

ですが、ティーキューブという会社の名前

と業務内容は、当大学院で学ばれたことと

密接に関わっているのではと考えており

ます。且つ徐さん自身のこれまでの様々な

経験が結晶化し、昇華されていると感じて

おりますので、当大学院の教育の成果がど

のように表れているのかということと、そ

れをいかにして発展させることができる

のかということについて、話し合っていけ

ればと考えております。そのため、「IT リ

テラシーⅠ」をメインで担当頂いている横

井先生にも参加して頂くことにしました。

それでは、よろしくお願いいたします。 

 

     LEC会計大学院 教授 山本 宣明 

 

 

構成 

 

山本 簡単な流れとしては、最初に徐さんが

起業されるに至った経緯、特に当大学院に

関連するところを取り上げ、その上で会社

の紹介と業務内容の説明をしていただい

た後に、最初のコンサルティング事例とな

っている歯科診療所に導入されているシ

ステムの概要をプレゼンして頂きたいと

思います。それを受けて、同システムを管

理会計の視点から議論したいと思ってお

ります。これが前半です。 

後半は、当大学院の授業科目「ITリテラ
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シーⅠ」「ITリテラシーⅡ」に注目します。

当大学院は、「マネジメント・シミュレー

ション」や林總先生担当の「管理会計事例

研究」などを通じて、ITやシステムを重視

した会計、とりわけ管理会計を取り上げて

来ています。ITやシステムと会計が結びつ

くことで、技術的に、そして理論的に大き

なフロンティアが広がっていることを伝

えて来ました。ところが、それを実装する

となると、ちょっと次元が変わってきます。

そこの溝をなんとか埋め合わせていくに

は、やはり「IT リテラシーⅠ」と「IT リ

テラシーⅡ」が非常に重要な科目になるだ

ろうと考えております。「ITリテラシーⅠ」

はここまで3年間の蓄積があるということ

なので、それをふまえて、「IT リテラシー

Ⅱ」でなにを期待するかということを最後

に簡単にでも議論できればと思っており

ます。 

 

 

1.管理会計人として起業するまでの

道程 

 

1-1. 問題意識の原点 

山本 まず、徐さんが起業をされるに至った

経緯をお願いできればと思います。 

徐 起業することになったのは、やはり自分

が何をしたいのかということが少しずつ

明確になってきたからだと思います。この

会計大学院に入学する前に某フランチャ

イズチェーン店のエリア・マネジャー等の

仕事を一生懸命やらせてもらっていまし

た。そもそも会計大学院に入った理由とい

うのは、自分が仕事をしている中で、どう

しても分からないことがあったからなの

です。それは、まず一つに、何で店舗形態

が異なる店長が、同じように、同じグルー

プで、同じ成果を巡って、同じテーブルで

話し合わなければいけないのか、というの

がよく分からなかった。大きい店舗もあれ

ば小さい店舗もあるし、ドライブスルーを

やっている店舗もあれば、デリバリーをや

っている店もあるのに、どうして全部一緒

にやらなければならないのか。もう一つは、

あるパートの方の件で、それまでもパート

の方に辞めていただいたことはありまし

たが、1 人だけ辞めさせなければいけない

理由が見つからなかった方がいたのです。

それは心情的なものではなく。 
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山本 合理的な理由が分からないということ

ですか？ 

徐 そうですね、分からなかったですね。仕

事の幅を増やす、例えば、厨房だけではな

くて他の仕事もできるように色々なアプ

ローチをしたけど、本人が受け入れなかっ

たから、という理由はあるのですが、実際

は違うのではないか。その違うと感じる理

由として、人件費率が売り上げに対して上

がっていくことに対して、結局切らざるを
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得ない状況になっていること、そのこと自

体に納得いかなかったのですね。それを、

じゃあどこが適正の水準なのかというこ

とを、当時の自分では把握することができ

なかった、ということです。そこが非常に

重要な起点になっていると思います。 

 

1-2. LEC会計大学院との出会い 

山本 そういう意味では、そもそも本会計大

学院に進学する意図は、結構、管理会計的、

経営的側面が大きかったのですね。 

徐 そうですね。 

山本 普通そうであれば経営大学院や一般的

なビジネススクールを志望するのではと

思うのですが、なぜ会計大学院で、且つな

ぜLECだったのでしょうか。 

徐 当時、会計が三分野に分かれているとい

うのを知りませんでした。財務会計、管理

会計、税務会計という三分野です。その時、

私は1つの会計というものしかないのだと

思っていました。実は、前職の勤務先でア

ルバイトをしてくれていたH君が簿記を私

に教えてくれて、その時に初めて会計に触

れた訳です。それぐらいの知識しかなかっ

たので、本当に会計というものを知りませ

んでした。 

そのため、大学院に入った時に非常に苦労

しました。特に工業簿記をやった時に全部

原価計算から始まるので、全く理解できま

せんでした。直接原価計算に入って、「や

っと知っているところが出てきた」という

ような感じでした。ですから最初からいわ

ゆる財務会計ないし制度会計というもの

を勉強したくて入ったわけではなかった

のです。今だから言えるのは、意図として

は管理会計的なことを理解したくて、会計

は私の疑問に答える内容を持っているだ

ろうという期待があっただけで、会計とい

うものが何なのかというのは漠然として

分かっていなかったということですね。 

山本 なにか繋ぐものがあるのではないかと

いうことですか？ 

徐 そうです。 

山本 LEC の扉は叩きやすかったということ

もありますか？ 

徐 そもそも簿記を始めたのがLECだったも

のですから。 

山本 受験講座を受けられていて、その繋が

りで知るきっかけがあったということで

すね。 

徐 もちろん他の会計大学院も調べました

が、、やはり夜間開講しているということ

が働いていた私にとって魅力的でした。仕

事を辞めてまで学ぶということはさすが

にできなかったので、働きながら通学でき

るLEC会計大学院は魅力的でしたね。 

 

1-3. 大学院入学後の格闘 

山本 入学後はいかがでしたか？結構苦労さ

れた時期があったと先ほども仰っていま

したが。その辺のカルチャーショックとい

うか、それを脱却するまでがどうだったか

というところに非常に関心があります。特

に「マネジメント・シミュレーション」と

の出会いが非常に大きかったのではない

ですか。 

徐 そうですね。 

山本 多分「マネジメント・シミュレーショ

ン」以外でも受ける授業が、「何だ！？こ

れは！？」の連続だったという感じでしょ

うか。 

徐 本当にそうですね。正直言って入学する

までは新聞すらまともに読んだこともな

かったので。経済社会とか一般的な社会通

念上の、一般常識と言われるようなものは

ほとんどありませんでした。財務会計の本
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当の意義、社会的意義というものは、なお

のこと全く理解している訳はありません

でした。それで、正直言って大学院を辞め

ようと思いました。何の為に入学したのか

もわからなくなって、道を見失っていまし

た。ただ、もうちょっと頑張ってみようか

と思ったのは高田博行先生に一言、「株や

りなさい」と言われたことです。 

山本 それ重要ですよね。今、全国の大学で

証券会社が寄附講座をやっていて、すごく

盛況だそうです。 

徐 そうですか。 

山本 生きた経済を学べるということで。こ

の前ネットの記事で大学生が少額の株式

投資をやっていて、平均 20 万円らしいの

ですが、それが、全国の大学生がやってい

るため、全体合わせると数百億円くらい動

いているらしいのです。だから証券会社と

しても全く無視できない額が動いている

というような記事でした。全国の幾つもの

大学で設けられている証券会社の寄附講

座がそれに寄与しているそうです。やはり、

実際本当に株を自分がやってみると、多分

いろいろなことわかるようになるのでし

ょうね。 

徐 全てが芋づる式に出てくるので。マーケ

ットが世界で動いているけれど、そもそも

どこがスタートなのか、どこの指標によっ

てどれだけ変わるのか、そういうのは常に

見てないといけません。それで一気に詳し

くなりました。夢中になってほとんど眠れ

なかったです。常にどこで指標が動いてい

るとか、3か月に１回のSQだとか、そうい

った指標を見ていました。そこから確実に

変わりました。そこでエクセルを使い始め

て、その面でも非常に良かったと思います。 

山本 大学院での学びが変わる瞬間がそこだ

ったということですか。 

徐 見方が変わったと思います。当時、会社

は誰のものかという論議が結構注目され

ましたよね。 

山本 村上ファンドなどですね。 

徐 そうです。だんだんそういう議論が出て

くる動機も分かるようになってきて。私は

もともと理系だったので、いわゆる社会科

学という分野は曖昧模糊としたものの中

で動いている、ということを受け入れられ

るきっかけになりました。 

当初、自然科学的な解を求めて入学して

いたので、その曖昧さに失望したのを覚え

ています。数字を同じように扱う訳ですが

何か違う。簿記なら左右必ず対称になって

帳簿内では成り立つ訳ですが、実際は違う。

帳簿に表現される会社の活動は一部です

からね。経営的な問題意識に対する解を求

めた結果、お茶を濁したような基準がたく

さんあることで消化不良状態を引き起こ

していました。利益は結局動かせるじゃな

いか、など、そういう部分に非常に悩まさ

れたという感じはします。 

山本 もともと持たれていた問題意識と大学

院で学んでいる中身にある意味ではギャ

ップがあったということですね。 

徐 期待ギャップです。 

山本 でも、そこから株取引を始められて、

意識が変わられて。その後ですか、管理会

計との出会いは。 

徐 そうですね。あとはやはり「マネジメン

ト・シミュレーション」が一番大きなきっ

かけだったと思います。それは、今まで前

職でやっていた考え方を、そのまま踏襲し

て計画を構築していき、一つの結論を導き

出すことができる領域だったので。あとも

う一つは髙森寛先生のファイナンスの授

業が重要でした。 

山本 当時の髙森先生のファイナンスの授業
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は、応用的なものでしたよね。基本科目は

諸井勝之助先生が担当されていたので。 

徐 諸井先生の授業は、非常にすっきりして

いてとてもわかりやすかった授業です。特

に理系の人には明快な授業でした。一番楽

しかったです。 

ただその当時は、財務会計と管理会計と

会社法というものがどう関連付けされて

いるのかが見えていなかったので、ファイ

ナンスだけが、諸井先生の授業だけがあっ

たという感じでした。今受けたら多分印象

が全然違うでしょうね。 

山本 そういったことで、管理会計やファイ

ナンスを中心に、もともと持たれていた原

体験や原意識との融合が、後半になればな

るほど進んでいったという感じでしょう

か。 

徐 そうですね。一気に進みました。でもや

はり「マネジメント・シミュレーション」

は大きかったです。 

山本 当時、非常に印象に残っているのは、

意思決定会計や統計学など、教員と１対１

で受けられていましたよね。その経験も非

常に強烈だったのではないかと思ってい

ます。 

徐 本当にそうです。統計学は、坂野匡弘先

生でした。ファイナンス論を補完するとい

う形で統計学を履修したという気持ちが

あって。前職の時、統計が非常に重要だと

いうのは言われていました。計数管理の部

分で、ストアコントロールのシステムとし

て、一応発注量や時間帯別でのストック数

というのは出てきます。ですが、だいたい

当たらない。なぜかというと、蓄積データ

を全て平均で処理しているからです。月曜

日から日曜日までの平均で数字が出てく

る訳ですけが、実際曜日別で違う訳ですよ

ね。それから天候や気温、その時のキャン

ペーンなどで変わってきます。これは統計

学という学問で補完できるらしい、という

感じで理解していました。その時から実は

統計学が非常に重要だということが頭に

あったので。 

でも、私は理系の大学を受験した当時は

統計が大嫌いでした。 

山本 理系なのに？ 

徐 微分積分の方がよほどすっきりした体系

の学問なので。統計は恣意的な要素が入る

ので最初から敬遠していました。まさに自

然のものを数式に置き換えるというので

はなくて、どちらかというと、あるものの

現象をある前提の下で数式化していくと

いうのが統計学なので、実は敬遠していた

のです。ですが、その前職での経験があり、

大学院の授業科目に統計学があるのだっ

たらちょっと勉強しておこうという気持

ちになりました。ファイナンスの勉強が進

んでくると、確立変数などの部分で非常に

関わりもあり、社会科学の中で数式に置き

換えて現象を追っていく統計学がすごい

力を発揮するなというのを、改めて確認す

ることになりました。 

山本 「マネジメント・シミュレーション」

同様、小林健吾先生が担当の意思決定会計

でも、エクセルの利用など、非常に目を開

かされる部分があったと思うのですが、そ

の辺のインパクトはいかがでしたか？ 

徐 意思決定会計はディープですね。学問が

あって、それを補完して表現するためにエ

クセルがあるので。ソルバーやゴールシー

クなどで、エクセルを効率的に使って、き

ちんと一つの解を求めていく、あの考え方

はやっぱりすごいです。 

山本 そのへんが時間と共に一体化していき、

徐さんの起業に繋がっていくのですね。 

徐 その通りです。ネットプレゼントバリュ
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ーの話で高田先生と議論したのが印象的

でした。小林先生とも、割引計算はどちら

からやるかというような話でいろいろ議

論しましたね。 

山本 終点価値と始点価値ですね。 

徐 そうです。また一つ管理会計の中でもダ

イナミックに価値を認識していくところ

と、ファイナンス論とぶつかり合うところ

もあるので、やはりこれから進むべき道は

この分野だな、この領域だなというのを確

立させたかもしれません。 

山本 確かに、管理会計とファイナンスとい

うのは、設備投資が1つの典型的な共通の

問題ですからね。小林先生は授業の中で、

非常に自由にそこを料理していますよ。で

すから実務家の人にとっては一番接近し

やすいのではないでしょうか。 

徐 だから、大学院に入学時の問題意識で、

パートを解雇するしないということの合

理的な理由という部分で、今後私自身が現

場に立った時にどう測るべきかという一

つの指針が、意思決定会計とファイナンス

論の中で見えたのです。つまり投資をする

上で、設備投資の場合は機械が、それが人

だった場合、きちんとラインに入って収益

を上げていく為に、一人の人間を教育する

ことに、どのくらい予算を組むべきなのか。

ファイナンス論のオプション価値などの

理論が組み合わさり、もしかしてここに求

めている答えがあるかもしれないという

のを非常に感じた瞬間がありました。 

山本 面白いところですね。人への投資とい

うふうに見たわけですね。 

徐 そうです。だから教育して、何かしらの

収益は獲得してくるのですけれど、最初の

眠った状態から、ある程度のところへきた

ら飛び出てくるわけですよね。そこの眠っ

ている期間と、眠っている状況のレベルを

どのくらいで抑えていくのかというとこ

ろをある程度予算化していければ、またそ

れをどうやって教育してプログラムを組

んでいくかということによれば、ある程度

予算組みはできるだろうなというのは思

いました。そして、そこをきちんと考えさ

えすれば、くだらない目先の人件費の売上

比率による解雇という意思決定は、経営者

も現場の人間も絶対にしないだろうと。 

山本 そういう意味では、そもそもの問題意

識が意思決定会計とファイナンス論を通

じて、初めてそこに対する解を見出すこと

に繋がったということでしょうか？ 

徐 そうですね。意思決定会計やマネジメン

ト・シミュレーションを受け、それからフ

ァイナンス論という流れが本当に良かっ

たです。この流れが非常に自信をつけてく

れました。 

山本 その一方で、今の徐さんと話していま

すと、管理会計全体や経営学を含めたマー

ケティングも非常にご存じだなあという

感触を持っています。それはもともとの勤

め先で培われた経験と、ご自身で勉強され

たことに因っているのではと思います。大

学院修了後に結構勉強されたのですか？ 

徐 マーケティングはそうかもしれないです

が、大半はやっぱり大学院ですね。要は記

憶を振り返る訳です。前職で自分がやって

きた活動は、これじゃないかという結びつ

けを途中からできるようになっていきま

した。それまでは自分のような前職を持つ

者は、大学院には全くおらず、経理出身者

や、いわゆる会計というものを知っている

人達が多かったため、後ろめたい気持ちが

強く、自分は何も知らないとうい、負の感

情しか持てなかったのです。ところが、マ

ネジメント・シミュレーションや意思決定

会計の授業に出て、逆に自分の経験を活か
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せる場所があるという喜びが大きかった

です。 

山本 確かに。徐さんは在学している期間の

後半になればなるほど元気になっていっ

たというイメージがあります。 

徐 その通りだと思います。楽しかったです。

授業に出ていても、今の論点はこれに繋が

っているということがだんだん分かるよ

うになってきたので。自分みたいな人が一

人しかいなかったら、元気にならざるを得

ないですよね。頑張らなきゃいけないって

思うじゃないですか。 

 

1-4. 資格試験との決別、タイでの経験 

山本 大学院在学中も修了後も、会計士試験

の勉強をされていましたが。どこかで区切

りをつけて、起業されたと思います。起業

に至る過程で、どこに分岐点があったと思

いますか？。 

その点は、非常に重要な論点だと思うの

です。会計大学院の制度趣旨は、公認会計

士の養成、再教育が出発点としてあるので。

ただ、それに留まらず、もっと広く会計職

業人を養成しようという方向に舵をきり

当大学院はやっているわけですが。そうい

った点で徐さんの生き方というか、会計士

は会計士としてあるけれども、そこにある

意味では留まらず、もっと広い視野で仕事

を展開するというのは、どのへんで区切り

といいますか、考えの整理をされたのでし

ょうか。 

徐 最初の頃は会計士の仕事内容をよく知ら

なかったのです。それで、監査法人にイン

ターンシップに行かせてもらい、その際、

この仕事は合わないと思いました。 

山本 重要だと思いますね。会計士は、公的

資格ですから、なんとなく憧れる世界があ

ると思うのです。それは税理士も同じかも

しれませんが。会計大学院というのは、単

に資格ではなく、ビジネススクールと同等

くらいの広さで考えていい存在だと思う

のですよね。徐さんにとって、インターン

シップに行き、ちょっと違うなと感じたの

が資格試験との決別のきっかけになった

ということですか？ 

徐 そうですね。それから、当時、短答式試

験合格者に準会計士という資格を与える

という草案があり、海外と同じような会計

士制度・会計人制度にしていくのだと話を

していました。しかし結局は、御破算です

ということになって。その時に、資格を看

板にすると、それに制約されるということ

を実感しました。それで、資格より経験と

知識を実質的に活かすにはどうすれば良

いかという方向に意識が向いていきまし

た。それに見合う基礎的な知識は、LEC 大

学院で絶対身についていると思ったので

す。 

山本 それはとても嬉しいお話ですね。 

徐 タイに行ったのは腕試しでした。タイに

は親族が経営している小さな会社があり、

そこの経理を中心に業務や経営全般に携

わる経験をしました。どこまでできるかと

いうことです。全然知らない業界、全然知

らない国に行き、自分が今持っている知識

でどこまでできるか、それから相手からど

れだけ求められるのかというのを実際に

試したかった訳です。もちろん親族という

ことはありますけが、できることは少なく

ないなと思いました。本当はそのままいる

つもりだったのですけど、震災があり考え

方が変わりました。いつ死ぬか分からない、

だったらストレートに起業して思うこと

をやってしまおうと思ったのです。それこ

そ見切り発車ですが。 
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1-5. 起業 

山本 それがティーキューブの創業にいたる

わけですね。 

徐 実は、何をすれば良いのか分からないで

作りました。 

山本 とりあえずやってしまおうと？ 

徐 正直言って、何ができるかも分からなか

ったのです。分かってきたのはつい最近で

すね。ホームページを作った時に、自分の

提供できるサービスを書いて、その時点で

やっと分かったということかもしれなま

せん。 

山本 この後詳しくご紹介いただく歯科診療

所のコンサルは、いつから始まっているの

ですか？ティーキューブの創業の前でし

すか？ 

徐 前ですね。 

山本 では、それが伏線にはなっているので

すね。 

徐 もう少し言うと、先ほど話したオプショ

ン価値や、人に対する投資金額、資金量を

きちんと計上すべき、そういう考え方でや

らないといけないと思った時に、一番大事

なのはタイムマネジメントだとおぼろげ

ながら思いついた瞬間がありました。それ

で、古い友人で歯科診療所を営んでいる T

先生に、ちょっとやってみない？と持ちか

けました。そういう経過が起業前にありま

した。 

山本 なるほど。それでタイムマネジメント

のコンサルを始められて、それをタイでも

実践され、そして正式な起業に至るという

ことなのですね。 

 

 

 

 

 

2. T-Cube（ティーキューブ）の紹介 

 

2-1. ティーキューブの意味 

 

 
 

山本 会社名の、ティーキューブにはどうい

った想い、考えが込められているのでしょ

うか？ 

徐 会計は、事象を物量と単価、そして時間

という三次元で表現するものだと個人的

に考えています。システム会社やプログラ

マーとは、一つの事象を表現するのに空間

というのをよく使います。空間を使ってデ

ータベースを構築しようということを、よ

く言うのですが。それが三軸あい、その三

軸を表現した「キューブ」と、その中で一

番重要視するディメンションとして、時間

の Time の「ティー」ということで「ティ

ーキューブ」です。 

山本 少し話が前後するのですが、「時間」と

いうのは林先生も当時、管理会計事例研究、

管理会計システム論、応用管理会計などの

授業で言及されていると思うのです。その

辺の、刺激はありましたか？ 

徐 もちろんありました。これまでの勉強で、

あれだけ動きを持った管理会計の授業は

なかったですね。普通に黒板にグラフを描

いているのにもかかわらず、林先生のお話

はとにかく動いているのですよね。その動

いている表現方法が、ずば抜けていると僕

は感じています。 

山本 林先生もシステムを前提とした管理会
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計という意識で授業されています。そうい

ったものは徐さんにかなり影響を与えて

いますか？ 

徐 それはもう、確実に影響を受けています

ね。 

 

2-2. ティーキューブの業務内容 

山本 ティーキューブの業務内容としては、

『活動整理整頓サービス』『マニュアル制

作サービス』『活動向上サービス』『マーケ

ティングサービス』『シミュレーションサ

ービス』が掲げられています。 

 

 

 

徐 最初の三つは、「会社内にある時間という

ものを効率化させましょう」という話です。

『マーケティングサービス』は「次は、そ

れを効果的に使いましょう」、そして最後

の『シミュレーション』は「この二つを併

せ持った形で、未来を予測しましょう」と

いうことです。 

会社の作り出す価値というのは、量と質

という側面があります。量というのは、例

えば人の数ということがあると思います

が、それらは最終的に時間にまとまってく

るのだと思っています。つまり、一人あた

りの勤務時間×人数が最大の資源と考え

た時に、その資源をどうやって配分してい

くのかが基本的な命題だと考えています。

そして、顧客に提供しているサービスや商

品というものの質を規定し、向上させてい

くということが価値を増加させるには非

常に重要だと思うのです。重要なのは皆分

かっている中では、どうやって質を良くし

ていくのかが分からない。そもそも我が社

の質は何なのかも決まってないという会

社が意外に中小には散見されます。 

山本 大企業でも多いと思いますね。 

徐 そこがしっかりしていないと質を作れな

いし、時間配分もできない訳です。仕事は

どんどん増えていき、よくわからないまま

質を皆で良くしていこうと思うので、仕事

も増えるし、そこに終わりがないのです。

ですからそれを改善させるために、最初に、

全部の時間はどれくらいか、例えば人数×

８時間ですよね。だったらこの時間しかな

いですねということです。その中で何が重

要かというのを整理整頓しましょう。なに

が重要かという基準を経営者のあなたが

決めてくださいというところから始めな

いと何も始まりません。 

ゴールを決めて、そしてゴールからブレ
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イクダウンした時に、なにを基準に整理整

頓するかというのを決めれば、あとは早い

のです。そこから品質を担保する、保持す

るという形のマニュアル作りをする訳で

す。それを共有し、最終的に活動を効率化

していくためにKPIを作るという形が一番

良い流れだと考えています。 

山本 まさに管理会計の王道をいくものです

ね。例えば最近のところで近い考え方を挙

げますと、ハーバード大学のキャプラン等

が提唱している TDABC があります。

Time-Driven ABC の略称ですね。国内では

あまりその重要性は認識されていないよ

うですが、本学では林先生を中心に、それ

こそが重要だという意識があります。要す

るにABCをつきつめると、時間に行きつく

し、時間の制約こそが最終的な制約条件だ

という意識があるのですよね。 

今の内容とは、この後にお話いただくシ

ステムに全部組み込まれてくるのだと思

います。先んじて言ってしまうと、それを

理論的に考えて行くと恐らくサービス業

の原価計算は基本的にTDABCの手法になる

だろうということ、そして ABB、TDABC に

基づいて予算を作ってしまうということ

ですね。予算管理をそれで行うということ、

その際にマーケティングと繋げて考えて

行く。たぶんそういった流れで全部繋がっ

ていくのだろうなと思います。 

ということで、次に歯科診療所の事例を

ご紹介いただければと思います。 

 

 

3. 歯科診療所の時間管理システム 

 

3-1. 概要と特徴 

徐 先生方には以前一度お見せしたものです。

これが一番視覚的にはわかりやすいと思

いますのでご覧下さい。 

 

 

 
 

これは患者別で採るデータ入力項目で

す。左から診療日、カルテ番号、ユニット、

キャンセル、予約時刻、実際時刻などです。

実際時刻に関しては、結構他の税理士事務

所が同じことをやっているのですが、実は

インとアウトだけで、待ち時間を入れてい

ないことが多いです。本当に重要なのは、

インとスタートの診療前の待ち時間です。

もし５分～１０分くらいの待ち時間があ

る場合、そこで何をさせるかというのが重

要です。販促なのか、若しくは「歯周病と

は何か」などの教育映像を流しての教育促

進ですとか、患者さんにとって価値となる

時間にできているか否かということです。

そういったものにうまく時間を使ってあ

げることが非常に重要なのだと思います

ね。で、カウントの特徴としては、実際時

刻を３つの時間帯に分けているというこ

とです。予約時間と実際時間と、この差分

です。それから、待ち時間と診療時間と会

計するまでの待ち時間という形です。 

このデータベースの構造に関しては、更

に診療内容に応じて区分を設けています。

これは今後変わるとは思っていますが、例
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えば歯周病や虫歯、あとは被せ物だとかそ

の他諸々のものになっています。基本の時

間区分があって、そこに詳細的な診療情報

を初めとする物量情報を入れていくとい

う、二段構えのデータベース構造になって

います。ただ、この詳細をどうするかとい

うのが結構厄介でして、細かくやろうと思

えば限りなく細かくなり得ます。例えば診

療に使う材料で針と言ってもかなり種類

が多いのです。長さと口径で山のようにあ

りまして。で、それを神経にまず入れて、

神経を削ったり切断したりする処置のあ

とに、そのまわりの歯を削るのですね。こ

の研磨のバーが、またたくさんありますし。 

こういった情報を整備していくのは本

当に大変ですが、それを元にマニュアルを

作っていくと、作業の効率は確実に上がり

ます。写真を撮ってマニュアルを作るので

すが、一旦完璧な写真付きのマニュアルが

出来れば、名前は覚えなくていいので、こ

の通りに入れて下さいということになり

ます。突然、精度が上がって、しかも楽に

入れられるようになるのです。そういった

ところをマニュアルで補完する形で、シス

テムと情報の整理をしています。 

山本 ということは、患者さんが来て、診察

開始して、終わって、会計まで待って、会

計して帰るっていうところを区分されて

いるのと、あとはどういう治療をしている

のかということをカウントするというこ

とですね。 

徐 そうですね。 

山本 その分析や改善提案は、今のデータを

活用してどのように行われているのです

か。 

徐 やはり予約と実際の推移に注目します。

そうすると伸びているところがあります。

なぜ伸びているのか、全て議論するのでは

ありません。重要なことは PDCA を回すこ

とですから。俯瞰するために端的に売り上

げはまず見ますが、その後は患者さんを１

週間に一人だけ選んでプランを立て、何分

で終わる、いくらになる、という見込みに

対して実績として、何分になった、いくら

だった、その差異を書いてもらい、アクシ

ョンに関してはそれに関することとして、

なぜ時間が押してしまったのかなどの背

景を書いてもらうということを続けてい

ます。 

山本 次の図は1週間に一人ですか？ 

徐 一人です。必ずアクションに対して改善

点を一つだけ発表してもらっています。こ

のPDCAに関してはMeというのがありまし

て、１週間のうちで自分が楽しいことを書

いてもらうのです。例えば遊びに行くとか、

今日はこういう会合があるとか、これ頑張

るみたいな。要は差し支えない範囲でプラ

イベートの生活も皆で共有し合おうとい

うようなことです。そのプライベートにも

一応チェックとアクションがあって、楽し

かったみたいな、そういうのも付けていま

す。 

山本 一人ひとりですか？ 

徐 ええ。先生と歯科助手両方です。先生の

場合は保険診療だけに限っていて。自費に

関してはとりあえず今はやっていないで

す。一方、歯科助手に関しては物品販売で

す。つまり、僕が知りたいのは何かという

と、カスタマーである患者さんのところで

被ってほしいのです。コラボですね。例え

ば、この患者さんすごく大事だと先生が思

っていた時に、先生が「この患者さんこれ

が足りないからあの物品をちょっとセー

ルストークしてよ」というのが歯科助手の

アクションに入ってくることを望んでい

る訳です。勿論、日々の朝ミーティングで
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来院予定患者毎のカンファレンスをして

いますから、それが結果どうなのか、コラ

ボが進んでいるのかということをサンプ

ル的にチェックする訳です。そうすること

によって、初めて組織というのはチームで

仕事するのだということをきちんと意識

付けられたらいいなという考えで、この方

法を採っています。 

 

 

 

山本 ということは、顧客価値の創造に向か

って業務が流れていくようにしよう、その

ための仕組みを作っているということな

のですね。ここで言う予約と実際というの

は標準と実際ということの比較と置き換

えて良いと思うのですが、その差異の内容

に関してサンプルチェックをする、そのサ

ンプルを１週間に一人限定して、そこで顧

客創造に繋がるようなことができている

かどうかを見ようということですね。 

徐 その仕組み作りを院長先生と体系化して

いくということです。それができれば、も

っといいコンサルができるようになるの

ではないかと私は思っています。もう一つ

の狙いは、今すごくT先生のところでは足

りないところがありまして、それが患者さ

ん一人ひとりをフォローしていくことな

のですね。 

要は、一つの診療が終わって、次の診療

がある場合に、どれだけ追いかけられてい

るか、どれだけその一人の患者さんにフォ

ーカスして診療できているか。この癖をつ

けさせることが重要だと思っている訳で

す。勿論、情報として患者別のデータベー

スを作ることは現状でも出来つつある訳

ですが、実態がそこについていかないと駄

目ですから。 

山本 専門用語が良いとは思いませんけど、
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要するに顧客価値の創造を継続的にでき

るかどうかというところなのでしょうね。 

徐 一人ができれば、それが当たり前のよう

になって常にやれるようになると思うの

ですよ。そして、やらないと落ち着かなく

なって、「これをみんなで見られるように

するためにはどうしたらいいか」というふ

うに、次のステップにつながっていくので

はないかと期待しています。 

山本 今のお話は、TDABC がいわゆる活動に

フォーカスする、時間にフォーカスすると

いうことの、ある意味目的を言われている

話だと思います。活動や時間というのがそ

れだけで存在するということではなく、顧

客に向かう価値をどうやって創造してい

くか、お客さんにとっての価値をどう創造

していくかということに尽きるというこ

とでしょうね。これは林先生の十八番。林

先生が聞かれたらドラッカーを語るでし

ょうね（笑）。 

テクニックそれ自体が重要というより

は、顧客創造にどう繋げていくか。そのた

めの手段であるということを意識されて

作り込まれているのだと思います。 

徐 あともう一つ。その反対として、自分が

何をしたらいいのか、自分の強みはなんな

のか、患者さんが自分に何を求めてきてい

るのかということは、実はこれをやらない

とわからないのですよ。ドラッカーも確か

言っていたと思いますが、「自分の強みを

知っている人間はいない、弱みを知ってい

ると思っているけどそれも違う」という。

実は、それを評価するのは他人であって自

分ではないんですよね。なので、こういう

ことをしないと、わからないと思います。 

 

 

 

3-2. アーキテクチャの根幹 

山本 時間軸は前後するということですが、

このシステムの話を最初伺った時のこと

が私の中で非常に印象に残っていまして。

たしか、総営業時間でやるのか、総労働時

間でやるのか議論したと思います。私はそ

れが非常に印象に残っていて、その時私自

身も考えが修正されました。 

徐 そうですか。しつこかったですか？すい

ませんあの時は。 

山本 いえいえ。重要だったと思うのですよ。 

徐 ありがとうございます。 

山本 本大学院の特質だと思うのですが。社

会人の方と話をしていると、本だけでは分

からない部分に気づかされるのです。知識

を確認できる、検証できるというのでしょ

うか。そういう場になっていると思うので

す。ですから率直にぶつかるくらいの議論

ができるというのはやはり素晴らしいな

と感じます。 

徐 そう言っていただけると嬉しいです。 

 

 
 

診療時間のキュアタイムが一番小さく

て、営業時間のオフィスタイムが真ん中で、
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レーバータイムが一番こっち側にくるっ

ていう、この位置関係を明確にしておかな

いと結局何の意味もないと思うのです。今、

我々が出そうとしているのは何なのかと

ていう位置づけを明確にしていかないと。

時間は、時刻ではないので、ある時刻から

ある時刻の間のどこを取るのかが非常に

重要になります。要は、どの時間で価値を

作っているかが重要なのです。そこを明確

にしないと非常に危険ですよね。逆に言う

と、前職でもよく方法として言われたので

すが、売上達成していないから営業時間の

ばせというのは、全く根拠がないのです。 

オフィスタイムが延びた後の、それ以上

あるレーバータイムに対して誰がツケ払

うのという問題になってきます。山本先生

が再三授業でも仰っていましたが、会計は

利益を獲得する利益計画が最初にこない

といけないわけです。しかし、そんなこと

をしていると、利益計画って簡単に崩れて

しまうんですね。そしてその煽りを食うの

が例えばパートの方になる訳です。 

山本 その通りです。 

徐 そうなると、会社は株主のためでもあり

ますが、やはり法人という人格を持って社

会の中で生まれたのならば、社会の中でど

うあるべきなのかということを真剣に考

えないといけない。現実にパートの方々は

近所に住んでいる場合が多いので、現場を

預かる人間にはパートさんを面接する時

はお客様と同じように扱えと言われてい

ます。それは、少なくとも一回はお客様と

して来ている可能性が高いからです。だと

すれば、先のようなオペレーションの煽り

をパートの方が受けなければならないと

いうのは本末転倒な話になってくる訳で

す。その結果は結局売上にマイナスに表れ

る可能性が高い。 

山本 計画がずさんなだけですよね。 

徐 駄目なのですよ、それでは。 

山本 時間が重要だということですね？ 

徐 そうです。 

山本 では、システムの方に戻りましょう。 

このいわゆる実績情報、時間で実績を収

集して、予実管理のようなことを、サンプ

ル的にとは言え、顧客価値の創造に向けて

されているということですね。こういうデ

ータが取れていることによって、例えば利

益計画、予算管理や、もしくはマネジメン

トなど、そういったところにどう生かすこ

とができているのでしょうか？ 

徐 次の図がそうなのですが、Tick（ティッ

ク）と言います。 

診療サービスの時間が直接収益を上げ

ている時間とします。それで、これが全部

の労働時間。診療サービス時間を総労働時

間で割る訳です。言い換えると、総労働時

間が原因で診療サービス時間が結果とい

うことです。これがこの画面で言えば0.51

となっています。 

解釈すると、全部の労働時間の中で0.51

だけが収益に結びついていますよという

ことです。平均で0.5前後ですね。それを

見やすいようにすると、こんな形になりま

す。薄い黄色が総労働時間で、オレンジ色

のところが診療時間という形です。これは

実際ですね、実際時間です。 

こういうふうになった時に、じゃあこの

黄色い時間は何をしているのということ

になるわけです。時間をいかに、この直接

時間を作り込むための、価値を作り込むた

めの準備時間に使えるかが問われます。 
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また、オフィスタイムがわかれば基本的

にはレーバータイムがわかりますので、そ

こに 0.51 かけたらキュアタイムになりま

す。基本的にこれだけで患者数が、だいた

いどれくらいなのかというのが出てくる。

なぜかというと、１診療あたりの標準時間

がわかっているからですね。そして、これ

に売上情報を加えることで SM(Sales per 

Minute)、各診療の 1 分あたりの売上が出

てきます。 

基本的に各診療の売上の総額が出ます

から、それ割る一診療当たり標準時間とす

れば 1 分当たりの売上が出ます。そして、

1 年間だいたいセグメント（診療行為）別

で売上出すと、40％くらいの売上が特定の

セグメントで出ますので、ここから割り戻

しても、ある程度妥当な予想売上が出てき

ます。もっと細かくやれば、一つ一つの標

準時間と診療時間を比較することも当然

できます。歯医者さんの良い所というのは、

景気に左右されずに単価が決まっている

ことですね。そこが普通の事業会社と違っ

て予算を組む時に楽ですね。 

山本 そうですね。純粋にかけてしまえば全

部出るということですよね。 

徐 そういうことです。ですから、いかにテ

ィックが重要かということですよね。別の

言い方をすると、サービス業なので、人が

そのサービスという商品を作り出すので、

サービスを提供している時間というもの

を基準に予算を組むのは、非常に論理的だ

と思います。 

 

3-3. 戦略の実行と創発の関連 

山本 予実管理をこのフレームでできるとい

うのもわかりますし、その単価が決まって

いることもあって、売上予想なども、かな

りの精度でできるだろうというところで

すね。林先生流に言うと、北極星の話にな

りますが、歯科診療所の価値を上げていく、

成長させていくためにはどう利用してい

けば良いのでしょうか。 
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徐 大切なことは院長先生が、理想的な口腔

内の状況はなんなのかということを、いく

つかの事象において、きちんと言えること

ですね。それができないと、これはただ単

にお金的なシステムになってしまい、どん

なに頑張っても無理だと思います。そこを

知ってもらうために先のような PDCA を始

めた訳です。もうこれしかないと思ったの

で。 

山本 そういう意味では道路を舗装するとい

うか、道筋をしっかりさせるためのツール

として機能しているということですね。 

徐 口腔内の状態がどうあるべきかと言うと、

ドクターですからあらゆることを想定し

てあらゆることを考えてしまうのですが、

そうではなく、そもそも予算や資源、時間

がこれしかないですよ、この中で自分たち

が今できることは何ですか？ということ

を突き詰めていかないといけないという

ことです。そのために無駄をとにかく省い

てもらう、そぎ落としてもらうことをしな

いといけない。そういった意味では、実は

フレームワークを逆に見せていければ良

いのかなと思っているところでもありま

す。 

山本 今この議論は非常に面白い所に入って

います。いわゆる管理会計は基本的に何ら

かの計画を実行するツールであるという

のが一つあるのですが、一方で計画を実行

していく中で次の戦略を見出していくツ

ールにもなるということです。後者に関し

ては、戦略創発ということで議論がされて

いることが多いです。ですが、私は徐さん

の話を聞くまでは具体的なイメージが湧

いていませんでした。今まさに歯科診療所

に落とし込んで考えてみると、医療技術の

進歩によって、いろんなことができるよう

になってはいますが、自分たちの持ってい

るキャパシティや資源は限られている。で

きることはおのずと限定されるわけです。

その中で何を選択していくのかというこ

とを明確にするということなのだと理解

できました。 

徐 そのためには、先程も言いましたが、院

長先生がまず患者さんの口腔内状態をど

うするのかということのゴールを見つけ

ること。衛生士にもきちんと見せられるよ

うな状態にすることが大事だと思います。

それと同時にマーケティングにもそれが

展開される形にしていかねばなりません。

両方一緒に作り込みを図ることが非常に

重要だと思っています。 

山本 それを見つけていくためにも患者さん

の状態をしっかり知るということですよ

ね。 

徐 例えば問診票をもっと充実させて、もっ

と患者さんのことを深く知っていく、そう

いったことの活動を一方でしないと駄目

です。そうしないと資源をどこに向けてい

いかわからないのです。例えば、ゴールを

見つけた、それに向けてやっていく仕組み

作りもできた、だけど、それは多分終わり

の始まりで、そこはできたけれども、そこ

から上はそれだけでは行けないのです。な

ぜかというと、外の情報があまりにも少な

いからです。確か林先生が「会社の内部に

売上はない」と仰っていたと思いますが、

その通りだと思っていて、やはり売上とい

うのはいわゆる属性で考えることが必要

です。ここでいうと患者さんでですね。患

者さんをよく知るということも一緒に動

いていかないと、自分たちが次に患者さん

の一歩先を行って何のサービスを提供で

きるのかといったら、多分できない。 
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3-4. サービス業の原価計算の在り方 

山本 実務的には間違いなくマーケティング

と管理会計は一体でなければ機能しない

ということですよね。それを支えているの

が完全にTDABCのシステムだと思うのです。

これ敷衍すると、サービス業の原価計算の

在り方ということだとも思うのです。 

徐さんのご経歴からもサービス業の原

価計算とか予算管理、特に原価計算は非常

に問題意識をお持ちなのだと思うのです。

つきつめると TDABC 的に時間に行き着く。

それは、人件費が大きいですよということ

ではなく、うちの大学院で特に林先生が強

調されているように、要するにビジネスプ

ロセスを支えているのが固定費で、そこの

価値を向上させるためには、固定費の中身

である時間が重要な意味を持っている訳

ですよね。時間の組み合わせというか、そ

この管理こそがサービス業の原価計算の

肝になるのだという。たぶんそういう意義

を持っているのではないでしょうか。 

徐 サービス業に止まりませんが、人件費は

多くの場合、アルバイト以外は月給ですよ

ね。だから埋もれ易い。 

山本 原価計算の発想がなくなってしまいま

すよね。 

徐 どれだけサービス業に従事している方々

がサービス残業しているか。またそのサー

ビス残業が有効なものなのか、こういうこ

とをきちんと効果測定しているところは

ないと思います。 

山本 たしかにそれはないですね。 

徐 上の人間は「やる気があれば、自分の時

間を押してまで勉強すべきだ、やるべき

だ」と言う。ですが、その前に「どこから

がやる気を見せているところなのか、基準

は？」と言ってもたぶん誰も答えられない。 

山本 答えられないですよね。 

徐 なぜかというと、業務をすべて明確にし

ていないからです。「当たり前だろう、こ

うきたらこうなるものだ」というのは誰が

決めたのか、当たり前ではないのです。だ

から、一個線を引くためにも必要だと考え

ています。それから、あなた方が「いつか

らいつまで、私はこの患者さん見ていまし

た」ということを発言するツールであって、

けっして「あなたはここからここまで、予

約よりもちょっといっちゃったね」とか、

そういったものを査定するものじゃない

っていうのは、再三再四言わせてもらって

います。上と下の人間がきちんと同じテー

ブルに乗って話し合えるようなツールに

なってもらいたいですよね。そうじゃない

と、最大の効果は出ないと思います。 

山本 これはシステムそのものというよりも、

その肝になっている思想ということで、非

常に強調しておきたい部分ですね。要する

に製造業で原価計算が発展したのは、それ

をやらないと儲かる術がわからないとい

う切実な問題が当然あったのだと思うの

です。それはサービス業も同様のはずなの

ですが、サービス業の場合は人という固定

費が圧倒的なので、それが忘れ去られてい

るのだと思う訳です。TDABC の重要性が理

解されないのも、やはり伝統的な原価計算

の機械的な理解の粋から出ていないから、

そうなっているのではないかと個人的に

は考えています。 

実社会はサービス残業当たり前で、むし

ろ残業したほうが士気の向上に寄与して

いると思われるところがあります。そうい

ったことが蔓延している中で、社会全体と

して価値は向上しているかというと、たぶ

んそうではなくて。そもそもサービス残業

を生み出していることは何なのかという

ことを突き詰める必要があると思います。
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詰まるところ計画がずさんだからそうい

うことが起きているという問題に行き着

いてないのですよね。 

徐 もしくは、凄く繁盛しているかですよね。 

山本 その場合も、これが非常に重要な考え

方だと思いますね。 

徐 ですから、会計大学院に入って勉強しよ

うと思ったきっかけに戻って、結果として

形にできてきていると自分では少し思っ

ているので、もっともっと突き進めていっ

て、労働者の方が単なる労働者で終わらな

いような、みんなが経営に参加するような

チーム、チームワークというのを根ざせる

ツールになってほしいし、育てていきたい

なというのはすごく思っていますね。 

山本 それは管理会計の理想ですよね。一従

業員の人も、社長さんも当然として、それ

ぞれやりがいを感じながらWin-Winの関係

であり続けるということを実現するため

に管理会はあるはずなので、このシステム

の成長を願っています。 

徐 本当ですね、ただ単に計測するというこ

とが目的ではないので。 

山本 そうですね。進化しないと。 

徐 同じように計測して管理しているところ

はわりと多いのですけが、そのテーマ・想

を如実に感じないですね。私としては、テ

ーマというか想いを前面に押し出してや

っていきたいなと思いますね。自分がそれ

で結構苦労してきましたので。 

山本 わかりました。徐さんの歯科診療所の

システムの話に関しては、以上にいたしま

して、次に進みたいと思います。 

 

 

 

 

 

4. 会計大学院教育における IT リテ

ラシー 

 

4-1. IT リテラシー設置の意図と開設に至

る経過 

山本 今日、徐さんと座談会を開かせていた

だいているのは、ある意味、この大学院の

一つの理想なのです。要するに、管理会計

の理論とシステムを結びつけて実装でき

る人材を輩出していきたい。実装の中身は

いろんなレベル感がたぶんあると思うの

ですが、少なくとも目指している人材像の

一つは、簡易でもシステムを実装できる人

材の養成なのです。それこそ小林先生や林

先生のように理論的なバックボーンがし

っかりしていて、何らかのシステムを作る

というのが具体的なイメージです。 

情報システム学科を卒業しているシス

テム屋さんではなくて、むしろ会計人とい

うベースがあってシステムと結びつけら

れる人材を作り出したい。それこそが、少

なくとも国内の会計大学院の中でLEC会計

大学院が一番売りにしたい、そしてできる

ところだと考えています。そういう意味で、

従来はマネジメント・シミュレーションと

意思決定会計、それから林先生の一連の授

業ですよね。情報システムを前提にした管

理会計の何が重要なのかということはず

っとやってきています。徐さんが先端的な

形で証明してくれているような人材を今

後たくさん輩出していきたい。 

そういったことを志向して 2011 年度か

ら、ITリテラシーを開設したわけです。こ

れは、マネジメント・シミュレーションで

ある意味でショックを受けていただいて、

意思決定会計でディープな世界を体験し

ていただき、林ワールドでこれでもかとい

うくらいシステムを前提とした管理会計
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を学んでいただくということを、それをさ

らに融合して何らかの形にしてもらいた

いという目的で開設しました。 

それ以来2年間になりますか？ 

横井 そうですね。2 年間で春の入学前学修

等もあるので、ちょうど 6回転しました。 

 

 

     LEC会計大学院 講師 横井 隆志 

 

山本 6 回。すごい回転数ですね。そして、

今年度の後期からは IT リテラシーⅡも開

講しますね。まずこの 2 年間 6 回の IT リ

テラシーの授業を振り返って。どんな考え

を横井先生はお持ちでしょうか？ 

横井 まず、このITリテラシーの開設のきっ

かけですが、私が 2008 年度の後期から TA

としてLEC会計大学院でお世話になってい

たことがあります。意思決定会計やマネジ

メント・シミュレーションのお手伝いさせ

ていただいていました。そこで小林先生の

意思決定会計、マネジメント・シミュレー

ションのエクセルの高度な利用法に非常

に衝撃を受けたのです。ゴールシークやソ

ルバーを使うことにより、本当に高度な分

析ができることに非常に感銘を受けまし

た。併せて、いわゆる職業会計人として日

頃実務に携わっている方というのは、表計

算などの知識は基本的に備えているもの

なのだろうという考えがあったのです。で

すが、いろいろ携わらせていただく中で、

例えば象徴的なのはマネジメント・シミュ

レーションで分析をする際に、スプレッド

シートが目の前にあるのに電卓をたたい

ている…。それは衝撃的でした。 

山本 表計算があるのに電卓をたたいている

んですね。象徴的な話ですね。 

徐 わからないでもないですね。 

横井 確認をする意味でたたくっていうのは

わからなくもないですが。ただ目の前に本

当に高度な計算機がある中で。それを差し

置いて、単機能の計算機を使っているとい

うのは、どういうことなのだろうという、

衝撃を受けました。Excel の教育そのもの

は他の学部等でも 2008 年頃からやってい

まして。やはりこれからの社会人には必要

なスキルと学部レベルでも言われている

訳ですから、会計実務に携わる方には当然

必須ということで、本学でも意思決定会計、

マネジメント・シミュレーションが開講さ

れているわけです。どうやら扱っている表

計算の使い方は、自分たちの立っていると

ころの上空をすごいスピードで飛行機が

飛び交うような状態になっているという

印象を抱きました。その状況を見た時に、

当時の高田前研究科長に、こういった部分

を補う科目であれば私にできるかもしれ

ないという話をさせていただいたところ、

なんでもっと早く言ってくれなかったの

だと言われまして。 

それで 2011 年度の後期から開講に至っ

たということなのです。 
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4-2. IT リテラシーの内容の模索と苦心ポ

イント 

横井 会計大学院で開設するExcelを中心と

した IT リテラシーということで、授業デ

ザインをどうするか、何を具体的に目指す

べきか悩みました。そこに、やはりマネジ

メント・シミュレーションがあり、意思決

定会計があり、林先生の管理会計もあり、

それらの基礎部分を補うという明確な位

置付けがあったのは助かりました。ただそ

の中で、実際に学生のレベルがどういう状

態にあって、大学院の科目としてどう展開

していけばいいのか考えた時に、高田先生

が仰っていた論理的思考というフレーズ

に行き着きました。Excel を使っていくこ

とというのは、まさに論理的な思考を組み

合わせていく、積み重ねていくということ

だと思った訳です。ここを基点に、基礎的

なレベル、言い換えると根本的なレベルを

重視して、荒野を整地するようなイメージ

で対応しようと考えました。 

実際、ふたを開けてみたら、きちんとし

た使い方ができている方が本当にごく稀

でした。勿論中にはかなり使いこなしてい

る方もいるのですが、そうではない方をど

う引き上げるかということを念頭に置き

ました。例えば、意思決定会計で散布図と

ゴールシークを使い逆算的にシミュレー

トする、あるいはVBAを使いユーザー定義

関数を作ったりするとか、そういうことを

やっています。その基礎ということで考え

ると、やはり関数を中心とするエクセルの

物の考え方ですね。システム的な思考に繋

がると思うのですが、一つ一つの機能には

理屈があり、単機能のものがたくさん用意

されているわけですが、それを自分が最終

的に果たしたい目的に向かってどう論理

的に組み合わせていくかが基本的に問わ

れる能力だと考えた訳です。それを育てる

ことがこの科目に求められているものだ

ろうということを意識して授業を始めま

した。 

ちょうどその 11 年度後期で、最初の 1

回目の IT リテラシーの時に、徐さんがマ

ネジメント・シミュレーションを受けてい

らっしゃって、ITリテラシーの内容に興味

持っていただいたんですね。それなら個別

にということで3時間くらいレクチャーを

やらせていただきました。その際に、デー

タからいろんな要素を引っ張ってこれる

ということは、やはり実務で非常に広がり

を持ち得るものなのだなと確信しました。

当初私が考えていたことが正しいという

ことを確認できたのです。 

一方で、そういったことを念頭に展開を

したわけなのですが、実際に受講者の反応

がどうだったかと言うと、詰め込み型の頭

がやはり非常に強くて、そこで大変苦労し

ました。これは現在も進行形ですが。つま

り、関数をどう考えてどう使うかどう組み

合わせるかということより、関数そのもの

に飲み込まれてしまう訳です。 

徐 関数が、読んだことのない条文に見える

のですよ。 

山本 面白い表現ですね。 

横井 関数が、読んだことのない条文に見え

る…。特に今そうかもしれませんね。 

「では一緒に手を動かしてやってみま

しょう」ということで、説明をしながらや

ると、その時は非常にスムーズにできるの

でが、いわゆる算数の文章題に入った時に、

これを使ってこういうことをやってみま

しょうとなると、ぴたっと動きが止まる訳

です。ここを如何にブレークスルーさせる

かというのが目下最大の関心事です。 

徐 今回授業に出させていただき、感じたこ
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とは、そもそもExcelを使ってないという

ことですよね。 

横井 そうですね。 

徐 日常の業務では、基幹システムがあるの

で問題はないと思うのですが、その状況か

ら想像するのは、基幹システムから出され

る情報しか顧客に提示していないのでは

ないかということです。つまり、自分たち

で創意工夫をしてお客様を満足させよう

というのが、実際多くの場合できていない

のではないかと感じました。 

山本 そういう意味では、ITリテラシーはス

タートとしては明確な位置付けを伴って

スタートした。それは、ITリテラシーは実

は論理的思考を非常に訓練する、大きな場

だということですね。そして、実際に走っ

てみると、発見というか苦労するポイント

が分かってきた。その典型的な状況が、い

わゆる関数を機械的に理解することから

如何に脱却するかということですね。 

横井 同じ関数を学ぶにしても必修課題の出

し方を、工夫しています。 

徐 恐らくVLOOKUP関数とMATCH関数を組み

合わせたり、INDEX関数を組み合わせたり、

CHOOSE 関数を組み合わせたりするという

発想が持ちにくいということがあるのだ

と思います。学習上は各論的に押さえてい

くしかまずはないですからね。 

横井 そうですね。 

徐 本当は、「これは、こういうお客様に使え

るじゃないか」とか、そのために「こうい

う組み合わせで情報を整理できれば良い

な」という発想を持って欲しい訳です。 

山本 私なんて成績評価の時に IF 関数を使

うだけで四苦八苦していますよ。90点以上

はS、80点以上はA、70点以上はBなどで

すね。IFをいくつか組み合わせるだけで1

時間くらい悩みますからね。全然人のこと

は言えません。 

横井 皆さん会計実務をやる上で必須である

という感触はお持ちなのですが、本当に必

要性に迫られているところまでいってい

ないと感じています。 

山本 そういう意味では、本大学院が目指し

ている理想に向かって、課題がかなりクリ

アに見えてきたということなのでしょう。

それをいかに打破するかということです

ね。 

横井 そうですね。 

 

4-3. ITリテラシーⅡへの期待 

山本 他方、カリキュラムを編成している立

場からの問題意識として、どうも IT リテ

ラシーⅠだけでは簡易なシステムの実装

に至ることが難しいということがあり、IT

リテラシーⅡを 2013 年度徐さんに加わっ

ていただいて、展開していこうということ

になりました。 

徐 シラバスが既に出てはいますけども、こ

れが実際どうなるかというのは走ってみ

てということだと思います。ITリテラシー

Ⅰを今回客観的に後ろから見させてもら

いましたが、やっぱり、体系的にもう少し

時間がないと、理想に行くにはまだまだと

感じました。 

IT リテラシーⅡで伝えていきたいこと

は、システムが前提になれば、いわゆる従

来の簿記論や会計処理は全部手計算前提

で作られているので色々なものが変わる。

それは、林先生がよくお話になることに繋

がっていくのです。売掛金と売上っていう

のが別枠で動き出していく、一旦仕分けを

してそのあと全く別のシステムで動いて

くという話です。システムということが理

解できないと、イメージがつかめないので

すよ。そういう点でも貢献ができればと思
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っています。ITリテラシーⅡはそういうこ

とで、今後、実際やってみて検証していく

ということですね。 

山本 そうですね。 

最後は IT リテラシーⅡが当大学院の進

化を牽引することを願って座談会を終わ

りたいと思います。長時間ありがとうござ

いました。 

（完） 

開催日：2013年 9月 3日（火） 

 

 


